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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

それぞれの課題に報告をさせていただきますが，時間の都合上，これらのうち上の２つについてここで報告します．３つめはポスターで報告させていただきます．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
街の賑わいを創出することの１つの方策は街の顔の１つである商店街を活性化することにあります．
つまりお客さんにたくさん来てもらうことが重要で，その意味で効果的なイベントや売り上げ施策を施すことが重要になります．特に，高齢者世代の方は経済的なポテンシャルも高いので，その点を意識した方策をうつ必要があります．

基本的な考え方はあるものの，現状は商店街等での日常の状態やイベント効果に関する詳細な情報は得られていないというのが実情です．たとえば．．．．

つまり，商店街で継続的な属性付きの人流調査環境を実装することが必要で，その上で，イベントの効果などを商店街の人々に継続的にフィードバックする仕組みを構築する必要があります．

商店街の効用
アウトカム
イベントの最適化。

�　p.27　これから高齢化社会が進む...高齢化社会が進めば、顧客層の中心が�どんどん高齢化する。従って、高齢者を如何にして商店街に誘導するかは、商店��
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域経済を支える消費者行動の促進を支援

まずは商店街の人々と連携して賑わい創出のための回遊活性化の仕組みを構築．特に，生活の必須アイテムとなったスマートフォンを利用した回遊活性化のアプリケーションを利用した方策を打ち立てます．その上で，待ちの状態をリアルタイムで把握する仕組みに基づいて，商店街の人の流れのダイナミクスを分析し，賑わいを分析・可視化します．それによって，回遊活性化など商店街の活性化状況を確認し，先に実施した活性化の施策を評価し，次のステップに進むといった継続的なフィードバックループを回すことによって，商店街の活性化ひいては賑わいにつなげようというアプローチをとっています．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
基本的には典型的な商店街である中洲川端で社会実装モデルを確立することにしています．
中洲川端の地理的な説明
中洲川端商店街は，タイプとして近隣型，地域型，繁華街，駅前型といわれるもので潜在的には高齢者が訪れやすいとされている商店街の典型となっています．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これらを実装するためには当COIの様々なグループとの連携（共進化）を行っています．賑わい創出のための場のデザインやイベント立案に関してはモビリティチームの知見を生かして，商店街の方と行っていきます．また，併せて回遊促進を行うアプリケーションの開発もICTチームが進めます．その状況を我々ICTチームがセンシングを行い，分析については数学チームが行います．今まで直感的な分析にとどまっていた物を，ベクトル解析などの知見を元にした指標化，歌詞かを行い，それに基づい効果を測定するという図式になります．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
SmartCompassの説明がもう少し必要か．

資料を作成
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
技術、政策、メッセージが伝わらない

横展開する際に、必要な説明になっていない。
アウトカム指標 PDCA パッケージ

ウォーキングイベント＋分析
・サイネージも視野に
・ポスター？

ITS関係、スマートシティエキスポ

スマホユーザー
スマホユーザーでない、まもりお、ビーコン
アプリ＋





	スライド番号 1
	情報科学部会の研究課題
	まちの賑わい創出の現状と方策
	賑わい創出へのアプローチ
	スライド番号 5
	部会間の共進化の全体像
	�場のデザインに基づいた�回遊活性化の実現
	アプリによる回遊の促進
	「場のダイナミクス」「賑わい」の分析・可視化
	中洲川端商店街における取り組み
	② まちの賑わい創出のまとめ

